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研究成果の概要（和文）：アフガニスタン中央部バーミヤーンを中心としたハザラジャート地域

において仏教がどの程度広がりをもっていたか、またバーミヤーン以西へどれほど仏教が及ん

でいたかについて現地調査を行った結果、8 世紀前半にバンデ・アミール川流域に仏教が及ん

でいたことが判明した。 

 
研究成果の概要（英文）：The western area of Bamiyan Province in Hazarajhat has been 
neglected from the stand point of the transmission of Buddhism. Researching the unknown 
sites near Band-e Amir River, several Buddhist remains were discovered.  
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１．研究開始当初の背景 
 これまで、アフガニスタン中央部への仏教
伝播はバーミヤーンが西限として語られて
きたが、2003 年以降バーミヤーン西方で仏
塔や石窟が確認され、アフガニスタン中央部
における仏教の広がりについて検証する必
要性が生じていた。バーミヤーン以西への仏
教伝播に関する研究はほとんどなされてい
ない状況であったため、調査に赴き詳しい検
証をなすこととした。 

２．研究の目的 
 仏教の西への伸長はかつてほとんど注目
されることはなかった。わが国の仏教研究は
インドで生まれた仏教がいかにして日本へ
到達したか、いわゆる「仏教東漸」研究に終
始してきた。仏教の西限はトルクメニスタン
のメルヴ遺跡にあるギャウル・カラ寺院址と
される。しかし、メルヴにどの経路で仏教が
伝播したかについては何もわかってはいな
い。アフガニスタン・トルクメニスタンへ伝
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播した仏教の性格についても詳しいことは
ほとんどわかっていない。西への仏教伝播を
見るうえで鍵となるのはアフガニスタンで
ある。本研究は、アフガニスタン中央部のハ
ザラジャートにおける仏教伝播の経路及び
その様相について解明することを主たる目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 現地調査を中心とした。バーミヤーン以西、
バンデ・アミール川流域で確認されたケリガ
ン仏寺址、仏寺の上に城砦を築いたチル・ボ
ルジ遺跡、4 層からなるサレスム石窟など、
個々の遺跡の検証を最初に行う。第二にはバ
ンデ・アミール川流域にどれほど仏教の広が
りが確認できるか、バンデ・アミール川流域
のルート調査を行うことにした。第三にはバ
ーミヤーン及びバーミヤーン以西の遺跡が
中央アジア全体でどのような位置づけにあ
るか、他の遺跡との比較検証を行う。第四に
は、仏教がどこまで西に拡大していたか、ア
フガニスタンよりも西に注意を向ける仏教
西漸研究を行う。 
 
４．研究成果 
 アフガニスタン中央部バーミヤーン以西
で確認されたケリガン仏寺址、サレスム石窟、
及び仏寺遺構の上に築いた巨大なチルボル
ジ城砦を初めて調査し、3 次元測量すること
に成功した。2006 年 12 月のシンポジウムで
公表し、図面は 2010 年に調査の概要を知ら
せる写真展を行い、そこで一般公開した。 
 2003 年にバンデ・アミール川流域のタン
ゲ・サフェーダック村出土のバクトリア語碑
文が解読され、8 世紀に当該地域に仏教がゆ
きわたっていたことが示唆されていたが、
2006 年のわれわれの調査では、バンデ・アミ
ール川上流域に未報告のクシャ・ゴラ石窟及
びムシュタック石窟を発見した。バーミヤー
ンから西に 120km地点のヤッカウラング近郊
に仏教が及んでいたことが明らかとなり、タ
ンゲ・サフェーダックの仏教信仰が孤立した
ものではなかったことが判明した。 
 研究の起点となったタンゲ・サフェーダッ
ク碑文にはイスラーム勢力がアフガンに進
出していた時期に仏塔建立が行われていた
ことが記されており、「イスラームと仏教の
邂逅」について改めて見直す契機をもつこと
ができたのも本研究のひとつの成果である。
諸宗教の共存を成立させた要因が何であっ
たかを解明することは今後の大きな課題で
ある。仏教と交渉をもった宗教の動向につい
は主にマニ教の広がりについて吉田豊が新
たな知見をもたらした。 
 チル・ボルジ城砦の下にある仏寺址にはバ
ーミヤーン遺跡にみられるササン風の冠を
つけた人物像がかろうじて残っており、バー

ミヤーンと交流があったことがうかがえる。
バーミヤーン仏教文化圏と密接な関係をも
つバンデ・アミール仏教文化圏を想定するこ
とができたことも大きな成果である。 
 バンデ・アミール川の西にはムルガーブ川
がトルクメニスタンへと流れており、その下
流にメルヴが位置する。アフガニスタンとト
ルクメニスタンとの国境付近には石窟が点
在しており、バンデ・アミール川流域の石窟
と共通点がみられた。しかし、相違点もあっ
た。規模の大きい石窟エケデシクは中央に 40
ｍ近くの通路が走り、両サイドに石室をもつ
特異な構造をもっており、アフガニスタンに
は例がない。しかし、中国・新疆ウイグル自
治区クチャの石窟に類例があり、20 世紀初頭
にクチャの遺跡を調査したペリオの報告書
にそのタイプの石窟を見ることができる。残
念ながら石窟はいま確認することができな
い。 
 仏教の伝播経路は古代の交易路を示す。仏
教は交易とともにあった。アフガニスタンで
はかつての交易路は辺鄙な悪路で、確認する
のは容易ではない。この度の調査では、バー
ミヤーンから西にも交易路が存在していた
ことをつきとめることができた。7 世紀の仏
僧玄奘がバルフからバーミヤーンへ至った
が、果たしてどのルートを辿ったかはいまな
お明らかでない。バンデ・アミール川流域に
仏教の痕跡が辿れ、バンデ・アミール川流域
が交易路であったとすれば、バンデ・アミー
ル川流域が玄奘の辿ったルートの有力候補
のひとつとなろう。バンデ・アミール川は途
中でバルフ川と名前を変え、バルフへと至る
のである。幸いにもバルフ川流域も踏査する
ことができた。 
 バンデ・アミール川西北のサリ・プル川流
域にも石窟を確認することができたが、さま
ざまな障害があり、詳しい調査はできなかっ
た。しかし、調査終了後、バクトリア時代の
ティリヤ・テペ遺跡を訪問することができた。
そこからは多くの黄金遺宝が出土したが、そ
の中のひとつに仏像を刻したコインがある。
現在のところ、この仏像が最古の仏像であり
仏教美術史上大きな問題を孕んでおり、仏像
起源論争に一石を投ずる。[MIYAJI：2008]で
詳しい検証がなされた。 
 ハザラジャートを代表するバーミヤーン
のまちが徹底的に破壊されたのはモンゴル
勢力によってであると一般的に説明される。
そのモンゴル勢力はイランにも及んだ。イラ
ンに入ったモンゴル勢力はイスラーム化し、
イルハン国を樹立する。イルハン国の最初の
都であるマラーゲに仏教寺院址が確認され
た。モンゴル勢力はイスラーム化する前は仏
教徒であったのである。仏教西漸をみるうえ
でモンゴルの動きを考慮に入れる必要が生
じ、今後の仏教伝播研究に道を開いた。 
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